
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
米
国
と
の
交

渉
を
探
る
〝
瀬
戸
際
外
交
〟
と
の

見
方
が
一
般
的
だ
が
、
着
実
に
技

術
開
発
に
お
い
て
進
歩
を
見
せ
て

い
る
。
今
後
は
、
国
連
を
中
心
に

し
て
国
際
的
な
協
力
で
北
朝
鮮
へ

の
対
応
を
す
べ
き
だ
が
、
そ
こ
で

重
要
な
の
は
日
本
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
あ
り
、
制
裁
の
完
全
実

施
に
向
け
各
国
に
呼
び
か
け
る
こ

と
が
重
要
だ
。

北
朝
鮮
は
1

月
30

日
、
中
距
離

の
責
務
だ
。
も
ち
ろ
ん
日
本
も
警

戒
監
視
活
動
に
協
力
し
、
海
上
保

安
庁
及
び
海
上
自
衛
隊
が
、
安
保

理
決
議
違
反
が
疑
わ
れ
る
船
舶
の

情
報
収
集
を
し
て
お
り
、
各
国
と

協
力
し
て
い
る
。

北
朝
鮮
問
題
を
巡
っ
て
は
、
日

本
は
拉
致
被
害
者
の
救
出
と
い
う

他
国
に
は
な
い
課
題
も
背
負
っ
て

い
る
。
北
朝
鮮
が
完
全
非
核
化
を

実
施
し
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し

て
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
整
備

が
拉
致
問
題
解
決
へ
の
道
に
も
な

る
。
そ
の
た
め
に
も
日
本
は
、
国

際
社
会
の
中
で
北
朝
鮮
問
題
の

解
決
に
向
け
積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
。

を
牽
制
し
た
。
ま
た
そ
の
後
に
行

わ
れ
た
日
米
韓
外
相
会
合
で
も
同

様
に
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

を
非
難
し
、
完
全
な
非
核
化
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
し
た
。

最
近
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
中

国
の
覇
権
主
義
的
な
行
動
な
ど
が

国
際
的
な
外
交
課
題
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
陰
で
、
北
朝
鮮
問
題

の
比
重
が
再
び
大
き
く
な
っ
て
き

た
状
況
と
い
え
る
。
北
朝
鮮
問
題

で
当
面
重
要
な
こ
と
は
、
国
連
安

保
理
決
議
に
よ
る
北
朝
鮮
制
裁
を

徹
底
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に

は
各
国
に
よ
る
警
戒
監
視
活
動
が

欠
か
せ
な
い
。
こ
の
２
月
に
も
英

国
海
軍
哨
戒
艦
「
テ
イ
マ
ー
」

が
、
安
保
理
決
議
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
北
朝
鮮
籍
船
舶
の
「
瀬
取

り
」
を
含
む
違
法
な
海
上
活
動
を

取
り
締
ま
る
た
め
、
東
シ
ナ
海
を

含
む
日
本
周
辺
海
域
で
警
戒
監
視

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
英
国
と
し

て
は
２
０
１
８
年
以
降
７
度
目
と

な
る
警
戒
監
視
活
動
と
な
る
が
、

欧
州
か
ら
遠
く
離
れ
た
ア
ジ
ア
の

一
角
で
こ
う
し
た
活
動
を
す
る
こ

と
が
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て

弾
道
ミ
サ
イ
ル
「
火
星
12

」
を

発
射
し
た
。
こ
れ
で
１
月
の
ミ
サ

イ
ル
発
射
は
７
回
に
及
ん
だ
。

「
火
星
12

」
は
、
通
常
よ
り
角

度
を
つ
け
て
高
く
打
ち
上
げ
る

「
ロ
フ
テ
ッ
ド
軌
道
」
で
打
ち
上

げ
ら
れ
た
が
、
通
常
の
角
度
で
打

ち
上
げ
れ
ば
射
程
は
最
大
で
ア
メ

リ
カ
・
グ
ア
ム
に
も
届
く
５
０
０

０
キ
ロ
に
達
す
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。
今
後
、
核
実
験
や
大
陸
間
弾

道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
の
発

射
な
ど
が
行
わ
れ
れ
ば
、
北
朝
鮮

問
題
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
る

こ
と
に
な
り
、
ア
ジ
ア
の
緊
張
が

高
ま
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ

う
し
た
北
朝
鮮
の
動
き
に
対
し
、

米
国
、
日
本
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
４
カ
国
（
ク
ア
ッ

ド
）
外
相
が
11

日
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
で
会
合
を

開
い
た
。
共
同
声
明
で
「
国
連
安

保
理
決
議
に
違
反
し
、
不
安
定
化

を
も
た
ら
す
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
を
非
難
し
、
国
連
安
保

理
決
議
に
従
っ
た
北
朝
鮮
の
完
全

な
非
核
化
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
再
確
認
す
る
」
な
ど
と
北
朝
鮮


